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一J ・D・Edwardsの 所 説 を 中 心 に して 一

J・D・Edwardsの 意図す るところは,一 般大衆の眼か らみて公会計士業に対する尊厳

が増大してきた意義を強調 し,か つ,当 該職業自体のなかか ら次第に教育水準向上の必

要性が認識されてきたことを力説することにあるようである。したがって,彼 自身い う

ように,当 該職業の発展にかかわ る経済的諸影響を積極的に評価 しようとする努力はし

てお らず,そ の発展にかかわる問題点を提示 し,そ のなかか ら特殊な問題を指摘するに

とどまっている(p.2)。 この点で,Edwardsの 所論は,社 会的経済的背景を十分に考

慮 しておらず,た んに資料収集としての価値 しか持たないものになってしまったという

批判が生ずる余地もあるであろう。

しか し,そ れはそれ として,ア メ リカにおける会計(学)の 発展が公会計士会計(学)

の発展 として特徴づけることができることは,す でに前節で も言及 したとお りである。

かかる意味から,本 節でEdwardsの 所説に従 って同国における公会計士業務の発展過

程を追跡してみることは大きな意義があるであろう。彼は,当 該職業の発展過程の論述

*原 稿受領1971年2月14日
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に先立 って,ま ず アメ リカ会 計士 会計(学)の 先 導役 をつ とめた18世 紀 ・19世 紀 のイ

ングラ ン ドお よび ス コ ッ トラン ドの会計士会 計につ いで言及 し,つ いでイ リノイ,ジ ョ

ージ ア・・{一モ ン 至・・ケ ス ●加 ライ参 『
.イろ コ覆 と1弊 ど'0州 の関連法規 を

比較吟味 したの ち,公 会 計士 会計(publicaccounfin9)'と し・う言 葉を 次の よ うに規定

す る ことか ら始め てい る(p.41)。

されば,本 研 究上.公 会計士会計(publicaccounting)と は.若 干 の依頼 人 に対 しで.報

酬 を得で.監 査(検 証).会 計 組織 の設定 と検討,(会 計 手続 に関係す る場 合)所 得税 申告書の

作成.お よび会計 に関連す る税金問題について.依 頼 人に代わって政 府当局 と対応す るという

ような職 能か らなる会計業務の遂 行 を意味 する。会 計(accnunting)と 公 会計士会計(public

accounting)と の.1…要 な相違は.公 会計 士が上記の諸業務 を若干 の依頼 人(severa1clients)

の た めに遂 行するの に対 して,商 工業の会計においては上 記 の 諸 業 務 が1人 の 雇傭 主(∩ne

employer)の た め になされ るとい う点 である。

さて,Edwardsは,か か る前提 に立 って,200年 以上にわ た る公会 計士業 務 の史 的

発展 過程を次 の5つ の時代区分 に基 づい て説 明 してい るので,以 下 この順 序に従 って考

察を進 めてい く。

第1期:公 会計士会計出現の時代(1748年 ～1895年)

第2期:公 会計士業の法制化と組織化の時代(1896年 ～1913年)

第3期:第1次 世界大戦以降の業務の拡大発展時代(1913年 ～1928年)

第4期:不 況に基づく会計整備と法定監査確立の時代(1928年 ～1949年)

第5期:公 会計士の地位向上と社会的責任増大の時代(1950年 ～1960年)

纂1期1公 会 計士会計 出現 の時代(1748年 ～1895年)

この第1期 は,Edwardsに よれば.ア メ リカ の 専 門的 職業会計 の 古代 史(ancient

historyoftheAmericanprofession)と 称 され るのであ るが(p.42),そ れは現在 確

証で きる資料に基づ いて,は じめ て公 会計業務が 遂行 された と思わ れ る年か ら,公 会計

士業務に 関す る法制 化がな され る前年 まで の期間 であ る。'その約150年 の間に,公 会 計

士業務は確 立 し,専 門的職業人 としての会計士 の団体 が組織 され,か つ,専 門的 職業人

育成 のた めの会計教 育が 生成発展 して きた ことを 指摘 しなければ な らない。

この第i期 を 画す る メル クマールは1748年 で あ る。 この年,BenjaminFranklin

は,DavidHallと い う人物 との 共同 出資に なる 印刷会社 の持 分を 幻,000ず つ18年

の賦払契 約でHallへ 譲渡 したので あ るが,こ の清算 にかかわ る 仕事 を知人 のJa血es
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Parkerに 依 頼 した との ことで あ る。 か くして,Parkerは,設 備 財 産 お よび原 材 料 の棚

卸 評 価 を 行 な い,"貴 殿 とHail氏 とに か か わ る会 計 一 覧 表(StateofyourAccounts

(30)

withMr.HaN)"な る報 告書を提示 した とい う。Parkerな る人物が公会 計士(public

accountant)と して の実務 に携 わ っていたか ど うかは不 明であ るが,Edwardsは,こ

れ こそ現在確 証 しうる 当時 の アメ リカ植民地 におけ る 最初 の 公 会計業務で あ るとい う

(PP.43,44)o

かか る アメ リカ植民地に おけ る 公会計業 務は,す でに18世 紀 に入 ってか ら,大 西洋

岸の若干 の商業都 市で 行 なわれ ていた ことは 確 かであ り,そ の業 務 も,19世 紀の中葉

にいた るまで,簿 記 の指導 に携わ る一 方,帳 簿の開始,締 め切 り,転 記 とい った記帳 の

代行 を中心 と していた ことは 当時の広告や 人名 簿を通 じて推定す ることが可能 であ る。

しか し,19世 紀の70年 代以 降にな る と,な かんず く80年 代以降,事 業 記録 の監 査や

報告 書の作成 とい う公 会計士業 務固有 の職能 を果たす よ うにな り,こ こにい ちお う公会

計士業 務の確立がみ られ るのであ る。

さ らに,80年 代か ら90年 代 にかけ て,個 人企業か ら会社 企業への 転換,お よび鉄

道業 を中心に した 企業 結合が さか んに な り,そ れ と関連 して,イ ギ リスを 中心 とす る

外 国の株 主お よび社債権 者が 計算 書類 の 監査 を要 求 し,そ の監査 業務 を 遂行す るため

イ ング ラソ ドや ス コ ッ トラソ ドか ら監査人が派遣 され るよ うにな り,や がて イギ リスの

(31)

会計士達 が 合 衆国内に 事務所 を 開設す る ことも 多 くな ってきた。Jones,Caesarand

Company-一 の ちのPrice,WaterhouseandCompanyな どは,そ の代表的 な1例

であ る。

他方,か か る公会計士業 務の確立は,パ ー トナー シ ップに よる会 計事務所 の設立,お

よび会計士 団体 の組織づ く りを もた らしたのであ るが,い まEdwardsに 従 って,ご く

初期 の ものを例示すれば 次の とお りであ る(PP.48～57,211)。

合 衆 国 に お け る 初 期 の 会 計 事 務 所

〈設立年次〉 〈所 在 地〉 〈名 称〉 〈備

18661.ユ ー ヨー クVerseyandVersey

考 〉

(30,こ の 撮 告 謝 さ 只 ・∫ヨ1ン 耳 ア 大 学 図 爵館 に 保 存 さ れ て い る 。NormanE.Webster."1'ublicAccount-

ancyin.{hセ ノU面te吐States!'inF・iftiethAnnivet'sat'vvCelebration(NewYork、TheAmericari

Inst孟tutぴof「A肋 愈 皿ahts・1937).p`104を 参 照 。

(31)Edw轟rd7童 バ3喰f拍mき ㍉`一'Tiwenty・fivelYearsofAccountancy."TheJournalρ ズAccountancy.

September19.22.p174を 参 照 。
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Nelson.ShepardandCooke

Barrow,Wade、Guthrieand

Company

ニ ュ ー ヨ ー クJamesYalde皿andCompany

ニ ュ ー ヨ ー クDeloitte 、Dever、Griffithsand

Company

ニ ユ ー ヨ ー ク Price,Waterhouseand・ ・mpan・(

シ カ ゴArthurYoungandCompany

ニ ュ ー ヨ ー クHaskinsandSells

人名簿から推定

(1950年 にPeat.Mar.-wick.MitchellandCompanyへ吸 収 合併)

電話帳から推定

(IVewYorkTimesの証券欄から推定)

鱗 鶴1撒)

〈設立年月>

1882年7月

1886年12月

合 衆 国 に お け る 初 期 の 会 計 士 団 体

〈名 称>

InstituteofAccountantsandBookkeepersoftheCityofNewYork

--1886年6月 にInstituteofAccountantsと 変 更 。

AmericanAssociationofFMblicAccountants--1887年8月.ニ ュ

ー ヨ ー ク州 法 で 正 式 に 認 め ら れ る
。 こ れ は1917年 以 降 のA,LA..1957年 以

降 のA,1.C、P.A,の 前 身 で あ る 。

さ らに,か か る公会計士 業務 の確立に ともない,会 計教育 の必要 性に応 じて各種 の学

校 が設立 された ことを付 言 しなければ な らない。 い ま,そ の大要 をEdwardsに 従 って

示 せぱ 次の とお りで あ る(PP.57～67)。

<年 次>

1818

1851

1853

1868

合 衆 国 に お け る 初 期 の 会 計 教 育 機 関

〈内 容>

J.Bennett,簿 記 および数学の教育のためニュー ヨー クで学 挾 を設 立 一
幽

合衆 国 における最初 の会計学校

ル イジァナ大学 で大学水準の商業学校 を設 立 ・1857年 廃 止

BryantandStrattonSchool設 立 一 ・一 会計お よび関連 科 目 を指 導 す

る最初のbusin'esscollege

イ リ ノイ大学で簿記 をも教 える経 営者養成 一2年 後 に商業学校 となる

(32)H,C,Bentley,AB,'iefTr'eatiseontheHistoryandDevelopmentげAccountin9(Boston ,

、BentleySchoolofAccountingandFlinanee,1929),P.28を 参 照 。 し か し.W.L.Green .

HistayandSarveyofAccountanc .v(BrooklynandNewYork,TheStandardTextPress.

lg30)、pp.181,182に よ れ ば.つ と に1682年,ボ ス トン の あ る パ ブ リ ッ ク ・ス ク ー ル で 書 法 お よ

び 算 数 と と も に 簿 記 が 教 え ら れ て い た と い う。
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ペ ンシルバニア大学 にワー トン金融経済学校(WhartonSchoolo正Finanoe

andEconomy)設 立 一一 合衆国 にお ける最初 の商業大 学で カ リキ ュラ ム

の なか に会計 学がふ くまれ る

第2期:公 会計士 業の法制化 と組 繊化の時 代(1896年 ～1913年)

この第2期 を画す るメル クマールは ニュー ヨー ク州に おけ る"公 会計士 業を規制す る

法律(AnActtoRegulatetheProfessionofPublicAccountants)"の 制定 であ

る。それ は公会計士業 務が法律 を通 じて名実 ともに制度化 した ことを意味 す る。 かか る

法律 の制定 は,そ の後,次 第に各 州に もお よび,や が て産業 界では定期監査 をひ ろ く採

用す る よ うに な り,ま た1913年 までには国税法 お よび 法 人所 得税法 の制定 に よ って公

会計士業務 が ます ます増大 した。他方,そ の間,当 該会 計士業 の充 実に関連 して大学水

準 の会計教 育カミ実施 され,ま た全国 的組織を持 つ公会計士業 の団体が確立 され,さ らに

また,公 会計士 業の職能面 では著名 な会 計事務所 に よる監査基 準の形成 とい うこと もみ

られ る よ うに な った。

まず ニュー ヨー ク州では,先 に紹 介 した合衆国に おけ る初期 の2つ の会計士 団体

Institu七eofAccountantsお よびAmericanAssociationofPublicAccountants

の協同的努力に よ り,1896年4月17日,"公 認 会計士(CertifiedPublicAccountant

sC
・P・A.)"と い う専門的 職業名称 を産み 出す法律が合 衆国で初 めて制定 さた。 その

資格 の認定は,当 初,ニ ュー ヨー ク州立大学 の評議会に よって な され たが,該 当者は3

年以上 の 実務経験 を有す る25才 以上 の者でなければ な らず,試 験科 目と しては会 計理
'(33)

論,会 計 実 務,監 査 論 お よび 商 法 の4科 目が 課 され た 。 か か るC・P・A・ 法 の 制 定 は,そ

の後,ペ ンシ ル バ ニ ア(1899年),メ リー ラ ン ド(1900年),カ リフォ ル ニ ア(1901年),

イ リノイ(1903年),ワ シ ン トン(1903年)… の 各 州 と続 き,1913年 まで に は31の 州

に お よん だ とい う(pp.68～72)。

(34)

公会計 士業務に対 す る社会的要 請は,当 時 の企 業結合運 動 と呼応 して,具 体的に産 業

界か ら定期監 査そ の他の要望 とな ってあ らわれた。 た とえば,Price,Waterhouseand

Companyは,1897年12月,AmericanSteelandWireCompanyofNewJersey

關 第1回 の試験 問題の うち商法 をの ぞく3科 目につ いて は巻末のApPendixA(PP .328～335)に

転 載 されて いる。 しか し.第1回 の資格蕃査 に合格 した56人 は,い ず れ も全科 目試 験 免 除 者

(waiver)で あ り,実 際 に試験 による合 格 者 が 出 た の は 第3回(1898年)以 降 で あ る。 巻 末 の

ApPendixB(PP.336～363)を 参 照。

圃 前 号の拙 稿,pp.2Z28を 参 照。
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の新 設合併 にあた って,J・P・Morgan&companyと の間 で,そ の全構 成会社 の会

計監 査に 関す る契約を 行 な ってい る』 これ は当時の 企業結合 に あた ってな され た ご く

初期 の監査事 例の典型的 な1例 であ る。 さ らに,1902年,U・S・ ス テ ィールは,Price,

WaterhouseandCompanyを 監査 人 と して選任 してい るが,役 員 も しくは取締 役で

は な くて株主達が 当該監査 人を選 任 した とい う点で注 目すべ き事柄で あ る(P.77)。

か か る背景 の もとで,公 会計士 業務が 社会的 認識 を 得 るにいた り,公 会計士事務所

の新 設 お よび 拡張発展が な された ことはい うまで もない。 た とえば,Lybrand,Ross

BrothersandMontgomeryは1898年 に 設立 されたが,そ の後,ニ ュー ヨー ク(1902

年),ピ ッツバー グ(1908年),シ カゴ(1909年)に 事務所が 開 設 され,ま たPrice,

WaterhouseandCompanyで は,1896年 か ら1913年 の間に3つ の事務所 を増設 し,

さ らに またHaskinsandSellsも1900年 か ら1912年 の間に6つ の 事 務所を 増設 して

い る。か くして,Edwardsに よれば,合 衆国では1913年 までに2,200人 以上 の公 認会

計士が存 在 し,か つ数百 の公会計士事 務所が あ った もの と推定で きる とい う(p.78)。

しか し,公 会計士業 務の社会 的信用を高 め るためには教 育の裏づけが なければ な らな

い。 す なわち,ニ ュー ヨー ク大学では世 界最初 の会計学 科 を有す る商業 ・会計 ・財務学
c35)

部(SchoolofCommerce,AccountsandFinance)を 設 立 した 。 また,ペ ン シル バ

ニ ア公 会 計 士 協 会(PensylvaniaInstituteofPub】icAccountants)の 評 議 会 は,

1902年,協 会 独 自で 会 計 理 論.会 計 実 務.監 査 論,お よび 商 法 の4課 目を 指導 す る経 済

機 関 を 設 け た 。 これ は,1904年,ワ ー トン ・ス クー ル(WhartonSchoolofAccounts

andFinance)に 引 きつ が れ,こ こに 会 計 教 育が 大 学 水 準 で 本格 的 に 行 なわ れ るに い た

った。Edwardsに よれ ば,1900年 に お い て,会 計 コー ス を 設け て い る大 学 は ダ ー トマ

ス,ド レイ ク,ハ ーバ ー ド,ル イ ジ アナ 州 立,ウ ィス コ ンシ ン … な ど13に お よん だ と

(36)
い う(PP.78～81)。

(3励A.H.W601f.AShortHisto')vofAccottntantsandAccottntancy(London,GeeandCompany.

1912).P.188を 参 照 。

(3⑤ 大 学 に お け る 会 計 教 育 の 初 期 の 歴 史 に っ い て は,た と え ば,下 記 の 諸 文 献 を 参 照 。

C.WHaskins,BttsinessEdttcationandAccountanc.y(NewY()rkandLondQn。Harper&

BrothersPublishers.1904),pp.126～137

C.E.Allen,``TheGrowthofAccountingInstructi(,nsincc1900ご'TheAccountingR6甥 ε篭

June1927.pp.150～166.
'J
eremaihLockwood.``EarlyUniversityEducationinAccountancy.'TheAccounting

,Revizv,June1938.pp.131～144.

R.J.Sampson,``AmericanAccountingEducatlon,TextbooksandPublicPracticePrior

to1900,"TheBusiness1∫f5'oτyReviezv(HarvardUniversity).Vol.34、Winter1960,PP459～

466.
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さ らに,公 会 計 士 業 に お い て は,そ の 法制 化,社 会 的 要 請 の 増大,お よび教 育 水 準 向

上 の 認 識 とあ い ま って,全 国 的 な 規 模 を持 つ 公 会 計 士 団体 の組 織 化 が す す め られ た 。 ま

ず1897年,全 米 公 認 会 計 士 協 会(Nationa1SocietyofCertifiedPublicAccountants)

が 設 立 され た が,1899年,先 のAmericanAssociationofPublicAccountantsと

合 併 した 。 つ い で,1902年,合 衆 国 公 会 計 士 協 会 連 合 会(Federati・nofSocietiesof

PublicAccountantsintheUnitedStates)の 最 初 の会 議 が 開催 され,そ の 会 議 で

(37)

同 会 の 会 則 が 承 認 され た 。 この連 合 会 は,1904年,セ ソ トル イ ス で 第1回 国際 会 計 人

会 議 を 開 催 した 輝 か しい 歴 史 を 持 つ が,1905年,先 のA・A・P・Lに 合 併 され,こ の

A・A・P・Lが 公 会 計 士 業 の唯 一 の 全 国 的 組織 とな るに い た った(PP.83～90)。 そ して,

このA・A・P・Lに よ って,同 年11月 以 降,今 日に伝 わ るTheJournα1(ゾAccountancy

(18)

が発 刊 されたので あ る(p,81)。

最 後に,こ の時代 の監査手続 と1909年 の国税法 に言及 しておきた い。Edwardsは,

Price,WaterhouseandCompanyが 作成 した3社 一Allis-ChalmersComPany

(1902年),AmericanHideandLeatherCompany(1902年),お よびEastman

KodakComPany(1908年)に 関す る監査証 明書を 例示 してい るが,い ずれ も資産 の

評価 に重点が おかれ てお り,負 債 につ いて も網羅 性に 関す る吟 味が な され てい る。 なか

んず く,資 本的支出 と収益 的支出 との区別,減 価償却 の妥当性,棚 卸 資産評価(一 一実

地 棚卸 の立 ち合いは な され てい ない),受 取勘定 の回収可能性 な どについ て 一般 に調査

が行 なわ れてお り,"貸 借対照表 は 当社 の真 の財 政状態 を示 す よ う正当 に作成 され てい

る"と い った 監査証 明書の文言 には,す でに今 日的 な 表 現の一部 を 伺 うこと もで き る

(PP.90～92)o

儲 この会則 につ いては,RichardBrown(ed) .A1τ15'oワo.f'AccottntingandAccountants

(EdinburghandLondon.T.C.&E.C.Jack,1905)、P.277を 参 照。

㈹ この創刊号の論 説 一一一Editorial."PresentStatusoftheProfession、"TheiZournalof

Accountancy,NovemberlgO5,p1は,当 時 の会計士業の状 態 につ いて述べ てお り,歴 史 的 にも

非常 に大 きな意義 があるので,や や長 いけれ ども,次 に引用 して おく。
"過 去10年 間 において 会計 は急速 な進歩 をとげた

。若 干の州では公認会計士の 称号 を付 与す る試

験を制定す るこ とによって会 計をひ とつの専 門的職 業 として 正式 に承認 す るにいたった。大 多数の

主要 な鉄道業お よび産業会社では公会計士 による帳簿の定期監 査 を行 なつて いる。銀 行,信 託会社

お よび保険会社で も,預 金者 おLよび契約者 に対する保障 と して,ま た虚 偽 に関す る最 善の防止方策

と して,最 近次第 に同様の方法 を採 用 して きている。製造業者は公会計士に原価会計制度の設定 を

要請 してお り.銀 行は借 り主 に対 して信 用授 与の ための計算書 に会計士の証明書 を付す ることを要

請 してお り,さ らに各州.各 市,お よ び恒 常的に成員 が増加す る公共団体では当該財政問題に制度

と秩序 を導入 す るため会計士業のサー ビス を望んでい る。 このよ うに次 第に会計の真価を認めつつ

ある諸徴候 は,会 計士達 にとって満足 と勇気 をもたらす ものであ り,彼 らが将 来 にお いて もっ と大

幅 な認識 を得 る ことは間違 い ない。"
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1909年 の国税法は,連 邦政府が株式会社への 課税によって歳入増加をはかるために

制定されたものであり,所 得への課税は違法であったに もかかわらず,純 利益に対 して

1%と い う低い税率のため会社側か らは強い反対もなく実施された。む しろ同法案にお

ける会計上の諸問題一 暦年制による会計年度,現 金主義に よる所得計算などが健全な
く　 さ

会計原則に反するものとして会計人から批判され,現 実には発生主義による損益計算が

なされたようである。 そして,こ の国税法は,や がて1913年,憲 法改正を ともな う法

人所得税法の制定により,い わゆる税務会計を通 じて公会計士業の拡大発展をもたらす

端緒になったことを銘記 しなければならない(pp.93～96)。

第3期:第1次 世界大戦以 降の業 務の拡大発展 時代(1913年 ～1928年)

この期間は,1913年 の憲法第16次 修正 を ともな う 所得税法 の制定 に始 ま り,第1次

世 界大 戦以 降の 未曾 有の 繁栄 をみた 最終年度 に またが ってい る。 この時代 にな る と,

公会 計士業務 に携 わ る メ ンバーの 大 部分は合 衆国で 教 育を受 けた 生粋 の アメ リヵ人 に

な った。所得 税法 の制定 と第1次 世 界大 戦へ の参戦 は,公 会計士 業務 の社会 的要請を い

ちだん と高め,つ いに 公 認会計 士法が 合衆国全 部の 州に おいて 制定 された のをは じめ

と して,公 会計士業 の 団体 に 関す る 組織上 の諸 問題 が検討 され,ア メ リヵ会 計士協会

(AmericanInstituteofAccountants)一 一先 のA・A・P・A・ か らの名称変 更一 に

よる各 種 の社会的 活動が始 め られ,会 計教 育が充実 し,さ らに公会計 士事務所 が拡大発

展 した結果,監 査 業務 の社会 的責任が問われ るまでに いた った。

1913年10月3日 か ら施 行 された 所得税 法は,先 に考察 した1909年 の特 許税(fran-

chisetax)か らの 一連 の過程で あ る ともいえ るが,公 会計士業務 の 増大 とい う点では

比較 にな らないほ ど大 きな影 響を もた らした。 当初,$3,000を 超 え るすべ ての所得 に

対 して1%と い う正常 税(normaltax)で 出発 したが,戦 時体制 に入 ってか ら税 率を

高めてい った結果,納 税 申告 書の作成は無論 の こ と,正 確 な課税所得計算 の必要上,企

業経 営者か ら会計 制度 の改善 につい て も各種 の助力 を 要清されたか らであ る。 なか んず

く,そ れ まで損益 計算書 の作成を必要 としなか った多 くの企 業家か らの要 請に こた え る

(40)

と い う 仕 事 は 特 筆 す る に 値 す る で あ ろ う(pp.102,103)。

(39)Editorial,``AccountingErrorsinCorporatienTaxBill"TheJottr'nalofAccottntancy,

July1909,p213を 参 照 。

側 前 号 の 拙 稿 、p2gお よ び 脚 注 鮒 を参 照 。
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さ らに,第1次 世界大 戦の会計 に対 す る影響は,戦 時 の諸契約 を通 じて公会計士 業を

社 会の前面へ 押 し出 した。1例 をあげ るな らば,全 国的 な組織 を持つ 公会計士事務所 の

ひ とつで あ るArthurYoungandComPanyは,当 時 イギ リス ・フ ランス両政府 の

軍需 品購入代理 店を していたJ・P・Morganandcompanyと の間で 監査契約 を取 り

交わ してい るが,J.P.Morganandcompanyセ こ対 して,領 収 書の支払 いの検証 に と

どま らず,当 該契約者 の工 場出荷時か ら船積み まで にいた る財貨 の追 跡をす る とい う精

密監 査(detailedaudit)を 行 な った。Edwardsに よれ ば,そ れは 近代的企業情況 の1

もとに おけ る最 初に して最大 の精 密監査 だ ったであろ うと述べ られ てい る(p.106)。

かか る発 展は,公 認会計士法 の制定,会 計 士業 の 全 国的団体 の 組織づ くり,会 計 教

育,会 計事務所の 拡張,お よび 監 査業務 の 社会性 とい うか たちで 具 体的に これ をみ る

ことがで きる。 まず,公 認会計 士法 の 制定 に 関 しては,前 期 に 引き続 いて メイ ン州

(1914年),ア ー カ ンサス,ア イナ ワ,カ ンサ ス,サ ウス ・カ ロライナ,テ キサス(い

ずれ も1915年)… と続 き,1923年 まで には 当時 の 合 衆国の全48州 にお よんだ とい う

(pp.109,110)。

しか し,各 州 の公 認会計士法は,そ の規定 に相違 があ り,各 州の試 験 の基準 に も難易

の差が あ ったため,こ こに全国的 な統 一 をはか る声が高 まった。 この要請 に対応 して,

既存 のA・A・P・A・ は,そ の範 囲にお いて真 に全 国的で あ り,か つ全 国的定款 を有す る

組織 をつ くるべ きだ と して,教 育団体 お よび科学 団体の設立 に関す る規定 を持つ コロン

ビア地 区 の法 律に従 って 設立す る ことを 提 案 した。 か くして,1916年,ア メ リカ合衆

国会計 士協会(InstituteofAccountantsintheUnitedStatesofAmerica)が 設立

され,翌1917年1月,そ れ は さ らに周 知の アメ リカ会計士 協会(AmericanInstitute

ofAccountants--A・1・A・)へ と名 称変更が な され た(pp.114～118)。

アメ リカ会計士 協会は,1916年,ま ず 全国で 統一試験 を 行 な うべ く試験局(board

ofexaminers)を 設置 し,翌1917年7月 以 降,年2回 の 試 験を 実施す るよ うにな っ

た。 さ らに,同 協会は,G.0・Mayな どの努 力に よって図書館 を設立 し,ま た研究部

(bureauofresearch)を 設置 した。 と くに後者につ いては,現 存 していない とは いえ,

そ の後約25年 間 にわ た って,各 種会計 領域の研究調 査を行ない,公 会計 士業に とって

有用 な情報提 供を した 功績を高 く評価す べ きであ ろ う。 さ らに また,同 協会 の注 目す べ

き業績 と しては,連 邦準備 局の要 請に よ り,1917年,当 時 の貸借対照表 監査を中心 に

した監査 要綱 一APProveaMethodsforthePreParationのBalance-SheetStatements
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(41)

とい う小 冊子を作成 した こ とも付 言 しておか なけれ ばな らな い(pp,130・KLII34)。

他方,か か る会計士 業に対 す る社会 的要請 の高 ま りは,大 学 お よび専 門学 校にお い て,

会計学 を専攻 す る 学生 に対 す る カ リキ ニLラムの 調整 と拡大 とを もた ら した。Edwards

に よれ}乳 会計学専攻 コースを設け てい る大学 の数 は1910年 の52校 か ら1916年 の116

校へ と増 加 してお り,1920年 頃にな る と,大 部分 の大学が 会計学 専攻課程 を設け るの

みで な く,会 計学を主要課 目とす る経営 管理の学士 号を授 与す るよ うに な り,公 認会計

士の 資格 を得 るため の 特別 コースを 設け る大学 も 現 われ て きた とい う'。さ らに11916

年12月28日,ア メ リカ大学 会計学教師 協会(AmericanAssociationofUniversity

InstructorsinAccounting)-1935年 以 降現 在 の アメ リカ会計学 会(American

AccountingAssociationA・A・A・)に 名称 変更 とい う全 国的 規模め 団体 も設

(12)

立 され,会 計 教 育 の 充 実 が は か られ た(pp.B5,136)。

最 後 に,こ の 時 代 の 公 会 計 士 事 務 所 の発 展 と監 査 業 務 の社 会 的 責 任 の 増大 に つ い て 述

べ て お こ う。Edwardsに よ る と,公 会計 士 事 務 所 の 数 は,1900年 が100前 後 で あ った

の に 対 して1915年 の そ れ は1,000前 後 に な った とい わ れ て い る。 そ の 多 くは 一 地 域 を

中心 に して中 小 企 業 の 納 税,組 織 設 定,予 算 な どに 関 す る経 営 相 談 が 業 務 の 大 半 を 占 め

て い た よ うで あ る。 しか し,一 地 域 を 中 心 に した 事 務 所 の数 が急 速 に 増 加 す る一 方,全

国 的 組 織 を 持 つ 事 務所 が 各 地 に 出 張 所 を 設 け る よ うに な って きた 。 そ の理 由 は,後 者 の

監 査 証 明 書 の 方 が社 会 的 信 用 を得 や す か った か らで あ りノ また大 企 業 の経 営 活 動 そ の も

の が 全 国 的 な 規 模 で 行 な わ れ る よ うに な っ て きた か らで あ る と考 え られ るぴ そ の代 表 的

な事 務 所 と して はLybrand,RossBrothersandMontgomery:『Pric6,Waterhouse

andCompany;ArthurAndersenandCompany;ErnstandErnst… な どが あ る

(pp.136～140)。

公 会 計 士 業 務 の発 展 は,当 然,そ の監 査 契 約 を 結 ん だ 相 手 先 お よび 第 三 者 に対 す る公

会 計 士 の責 任 とい う社 会 問 題 に まで 発 展 せ ざ るを え な い 。Edwardsは,前 者 に対 す る

責 任 問 題 の 判 例 と してUltramaresCorPorαtionv・T・uehe,Niuenand,・ComPany(最 終

(41}さ らに1929年5月,VerificationofFinancialStatementsと いうタイトルの改訂版が出 された。
・ 詳 しくは.た とえば.S,Gilman.op.cit.,pp33.34:前 掲拙訳書.pp.41,42を 参照。

㈹ アメリカ会計学会の歴史および諸活動に関しては.た とえばSA.Zeff(ed.),AmericanAc`ount-

ingAssociatio'n-FiftiethAnniversaty1916-1966(TheAssoci孕tion.1966)、PP.96=中 島

省吾,「 新版会計基準の理論」(森 山書店,1970),PP.230を 参照。

なお,Edwardsは 言及していないけれども,ア メリカ西3大 会計人団体のひとつである全米僚

価会計士協会(NationalAssociationofCostAccountants)一 一一1957年 以降の全米会計人協会

(NationalAssociationofAccountants)は1919年 に設 症されている。'
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判 決1931年)お よびStateStreetTrustCo・v・AlwinC・Ernst(1938年)1を あげ,後

者 す なわ ち 第 三 者 に 対 す る 責 任 問 題 の 判 例 と してCraigv・Anyon(1925年)『 お よび

NatiouaJ5解 勿v,.£ybraid(1939年)を あ げ て いる が,前 二 者 の 判 決 に お け る共 通 点

と して 次 の4つ が 指 摘 され て い る(pp.141～147>。

a.監 査依績人は,会 計士が怠慢であった場合 会計士から損害賠償を受けられる。

b.第 三者(投 資家および債権者)は,会 計士がたんに怠慢であったという場合,損 害賠償

を受けるこ とはで きない。

c.第 三者(投 資家および債権者)は,虚 偽が立証できる場合,会 計士か ら損害賠償を受け

られる。

d.会 計士側の大 きな怠慢は,陪 審員が虚偽を推論 しうる十分な証拠である。

第4期:不 況 に基 づ く会計整 備と法定監査 確立 の時代(1928年 ～1949年)

Edwardsに よれば ,公 会 計士業は,こ の時 代を通 じて,当 初か らの 目標 の大 部分を

運成 す る ことが で きた とい う。 すなわ ち,監 査 や税務に 関す る業務のみな らず,経 営 コ

ンサル タ ン トとして幅広 い経験 と知識 とを要 請 され 乙にい た った とい う。 その具体 的 な

発展 は,ま ず1929年 の不況 に端を発 した 政府 当局 の規制 を ともな う 法定 監査 の確立で

あ り,つ いで マ ッケス ン ・ロビ ソス会社事 件に代 表 され る会計士 業 自体 の反 省に基づ く

監査 基準 の充実 であ る。 さ らに.こ の時代 におい ては,第2次 世界大戦 の勃 発に ともな

う会 計に対す る各 種の影響 も見 逃すわけ にいかない し,ま た,会 計士業 の発展 とあい ま

って,会 計士業 に対 す る法規制 の問題,さ らに また弁護士 との間 に生 じてきた業務上 の

衝突 に関す る問題な どた も注 目 しなければ な らない。 ＼

投資家保 斐のための法定監査 が実施 され る前に,1932年 か ら1933年 にかけ て,ニ ュ

ー ヨー ク証 券取 引所 とアメ リカ会計士協会 との間で交わ された書簡を通 じて ,同 取 引所

か ら2つ の重要 な成果が発表 された。 まず第1は,1933年1月6日,同 取引所に上 場

を希 望す る会社は 独立公 認会計 士に よる監査 証明を得 なけ れば な らない とい う声明で あ

る。`第2め 声明は,1933年10月24日,さ らに詳 細に6つ の 事項 に関 して,と くに監
(43)

査 の範 囲 と監査 人の 責任 に関 して,全 上 場会社宛 に 書簡 を もってな された。 これ ら2

つ の規制 は,い ずれ も 先 に 連 邦準 備局 に よ って 公表 され#
,V.trificaeionofFinancial

(44)

Statementsを 基 準 と して 採 用 して お り,Edwardsに よれ ば,"近 年 の 監 査 の 分 野 に おけ

(43}1933年3月21日,シ カゴ証 券取 引所 か らも同 じ趣旨の甫明 が画 されている。

側 脚注(41}を 参照b
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る もっと も重要 な前進 であ った"と いわれ てい る(p.153)。

か か る投 資家保 護の理念は,つ いに1933年3月27日,証 券法(SecuritiesAct)の

制定 と して具現 化 し,翌1934年,さ らに強 化修正 され て証 券取引所法(SecuritiesEx-

changeAct)の 制定 とな り,か つ,大 統 領直属 の機 関た る証券取 引委 員会(Securities

andExchangeCommission)の 設立 に よって,そ の法 の管 理機 関を従 来の連邦取 引委

員会 か ら移す ことにな った。 か くして,33年 法にお け る 監 査証 明の要 請が 新証 券発行

の場 合に のみ 適用 され ていた のに 対 して,34年 法 においては,証 券取 引委員会 のみ な

らず 全証券取 引所に 登録 され る財務諸表 に対 して も要 請 され るにいた り,こ こに公認会

計士 の監査業務が 本格 的に拡大 したのであ る(p.158)。

この監査業 務の拡大は,監 査証明の信頓性 を保障す る監査人の独立 性,監 査基準 の確

立,お よび監査手続の充実 とい う問題 を生 じた。い ま,そ の ことに 関連 して,こ の時代

の マ ッケス ン ・ロビンス会計事 件(McKesson&Robinscase)を と りあげ てみ よう。

この事件 は,1926年 に設立 され た薬 品お よび化学製 品 の卸売業 を していた 同社 の社 長.

F.D.Coster-一 これは偽名 で実 名はP.M.Musicaが 自分 の腹心 と共謀 して架空 の外

国会 社を設け て 架空 の取 引を し,12年 間 にわた って2,㎜ 万 ドル以上 の 粉飾 を通 じて

約290万 ドルを横領 した有名 な事 件で あ る。 同社 の法定 監査 は全 国的組織 を持つPrice,

WaterhouseandCompanyが 担 当 し,し か も通常 の監査手続が適用 され ていたに も

かか わ らず,か か る巨額 の粉飾 が摘 発 され なか った ことは,監 査 に対す る社会 的信頼 に

大 きな衝撃 を与えた(PP.163～170)。

証 券取 引委 員会 の真相調査 の結 果,そ の原 因は 主 と して棚卸 資産お よび受取 勘定 の架

空 過大表示 に よる もので あ り,か つ 内部統制組織 の 欠陥に基づ いてい る ことが 判 明 し

た。 か くして,ア メ リカ会計士 協会は,わ ず か2年 前 の1936年 に公表 したExamination

ofFinancialStatementsbyI彼 妙 〃協 弼PteblicAccountantsに 示 され てい る監査 の範 囲

と手 続に関す る 基準につ いて 慎 重 な吟味 を 加え ざるを えな くな り,1939年,Extension

の曜AnditingProceduresを 発行 して監査基準 の充 実をはか った。その主要 な改正点は 次

の4つ で あ る。

1

9
臼

3

4

棚卸資産の数量に関 しては立ち合いによって検証すること。

受取勘定については直接確認の手続をとること。

独立公認会計士の選任は取締役会もしくは株主総会で行なうこと。

監査撮告書においては内部統制組織の整備運用の状態 を明らかにすること。
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次に,第2次 世界大戦 の勃発 に よる公会計士 業への影響を考 察 してみ よう。Edwards

に よれ ば,そ の影響は,当 時 のAccountingResearchBulletinを 参照 す る ことに よっ

て,も っとも良 く理解 され る とい う。 そ こで,彼 に従 って戦争に 関連 のあ る7つ の当該

文献 を示 せぼ次の とお りであ る(pp.170,171)。

No.13"AccountingforSpecialReservesArisingoutoftheWar."January1942,

pp.111～118.

No.15　 TheRenegociationof輪rContracts～'September1942,pp.123～134

No.17"PostWarRefundofExcessProf}tsTax!'December1942.pp.147～150,

No.19``AcemlntingunderCosトPlus-Fixed-FeeCont【acts"December1942,pp」55-

162,

No.21"RenegoeiationofWarC`}ntraets,"Deeember1943,pp.171～177.

No.25"AccountingforTerminatedWarContractべApri11945,pp.203～214.

No.26"AccountingfortheUse〔 》lSpecialWarReserves!'October1946 ,pp215～222,

上記 の諸文 献を概 観 して理 解で き ることは,戦 時 利潤統制 法(WarProfitsControl

Act)を 柱 に して,い ずれ も 戦時 の諸契約に 関連す る 会計 問題が とりあげ られて いる

とい うことであ る。 なか んず く,政 府 に よる 軍需 品調弁価格 の 決定 とい うことが大 き

な問題 であ り,そ れに 関連 して 公会計士 業務が 増大 した ことも 十 分に想豫で きる。な

お,こ の間,ア メ リカ会計 士協会 は,そ の監査手 続委員会が 中心 とな って,監 査 業務が

年間を通 じてな され るべ き こと,ま た,内 部統 制制度 と そ の適格 性の 重視 を強 調 した

(P.171)。

さて,こ こで,公 会計士 業が社会 的要請に こた え るために行 な った若干 の具体 的な運

動 を考察 してみ よう。 アメ リカで は,公 会計士業 の規制は州政府 の職能の ひ とつ にな っ

てい るが,こ の時代 にな って,若 干の州では,投 資家お よび企業 を保護す るため公会計

士業 を規 制すべ きだ とい う主張に こたえ,公 会計士会 計業務を公認 会計 士な らびに公認

会計士以外 の登録公会計士(registerednoncertifiedpub】icaccountants)に 限定す
(45)

る規正法 を制定 した。 また,ニ ュー ヨー ク州 では,1938年1月1日 以後,公 認会計 士

の受験資格を大 学卒水準に 高め るとい うかた ちで 質 的向上 をはか った(p.179)。 さ ら

に また,公 会計士業 の 全国的組織 に 関 しては,1934年 か ら1935年 にかけ て.ア メ リ

㈲Edwardsに よ れば.1960年 までに,32州 と プエル トリコ斌 州 当局 によって発行 され る許 可証

も しくは証 明書 を有 しない者は公会計士と して業務 を してはな らない旨 の規 制的会計法を持つ にい

たったとい う。P .175を 参 照。
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力会 計 士 協 会 とAmericanSocietyofCertifiedPublicAccountantsと の間 で 合

併 の 運 動 が す す め られ,1937年,前 者 の 名 称 の も とに 大 同 団 結 が な され るに い た った

(Pp.180～185)。 この ほ か,ア メ リ カ会 計 士 協 会 は,1931年,独 自 に 出版 社 を 設立 し

て 啓 蒙 運 動 を 行 な い,ま た1941年 以 降,公 認 会 計 士 試 験 の 全 国 統 一 化 に 努 力 を 傾 注 し

た(pp.185～188)。

最 後 に,こ の時 代 も全 国 的 組 織 を 持 つ 公 会 計 士 事 務 所 一 た とえばLybrand,Ross

】3rothersandMontgomery;Ar七hurAndersenandCompany;ErnstandErnst:

Price,WaterhouseandCompanyな どは,前 期 に 引 き続 い て顕 著 な 拡 大 発 展 を み た

の で あ るが(pp,196,197),そ れ と同 時 に,納 税 申 告 書 の作 成 そ の 他 の 業 務 を め ぐ っ

て 弁 護 士 との 間 に 衝 突 が 生 じて き た こ とを 付 言 しなけ れ ば な らな い 。 この 問 題 は,な か

ん ず くニ ュ ー ヨー ク州 の パ ー キ ュ ー事 件(Bercucase)を 契 機 と して 明 るみ に 出 て きた

の で あ るが,1944年 以 降,弁 護 士 ・公 認 会 計 士全 国 協議 会(NationalConferenceof

LawyersandCer七ifiedPub】icAccountants)の 設 立 に よ って 業 務 の 調 整 を は か る

努 力 が 続 け られ て い る とは い え,そ の調 整 と解 決 へ の道 は 遠 い よ うで あ る(pp.188～

196)。

`

第5期:公 会 計士の地位 向上 と社会的 責任増大の 時代(1950年 ～1960年)

Edwardsは,1950年 代 の 短期的 動向だけか ら 全体 を 評価す るこ とは 困難だ として

(pp.4,199),個 別 的な 出来事を 暦順に従 って 忠 実に示 してい るが,こ の時代 を通 じ

て,は じめて専門的職業 人 と して の公認会 計士の社会 的地 位が弁護士 や医者 と同 列にな

った といえ るであ ろ う。 さ らに,こ の時代 の特徴 を個別 的に 列挙すれば,第1に 非営 利

事業に まで 独立監査人 に よる監査が要 請 され るに いた った こと,つ いで公会計士 の マメ

ジメ ン ト・サー ビスが大幅 に増加 した こと,経 済 の国際 化に ともな う公会計士業務 の国

際化,ア メ リカ会計士協会 に よる教育 ・研 究活動充 実へ の努力,そ して前期に 引き続 く

弁 護士 との業 務上 の衝突 とい うことな どがあ る。

アメ リカ会計士 協会は,監 査業務 の拡大 に対応 して,1956年 か ら 翌年 にかけ て,4

つ の 委 員会を 組織 もし くは 再 更生 した。 す なわ ち 銀行家 との 関係委員会(最 初1923

年 に設置),非 営 利事業会計 委員会,保 険会社 監査 の 特殊問題 委員会,お よび 州際 商

業委 員会 との 関係委 員会で あ る。 なかんず く,最 後 の州際商業委 員会 との 関係 委員会

(CommitteeonRelationwithInte「stateCommerceCommission)は,す べ ての
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業種の会計手続 を統 一 して財務 諸表に比較性 を与えん とす る意図 の もとに,鉄 道会計 を

一般 に認め られ た会計原 則に一致 させ る こと,な らびに独立監査 人の意見表 明を他 の産

業 の もの と一致 させ ることに努力 を払 った(pp.201～206)。 さ らに,非 営 利事業に ま

で独立監 査人 の監査 を 必 要な らしめ た 出来事 と して,AFL-CIO会 議が,1957年,そ

の関係組 合に対 して,す くな くとも年 に1回 は 独立公認会 計士 に よる会計監査 を受け な

ければ な らな い旨の規定 を採用 した こと も付言 しなけれ ばな らない(PP。200,201)。

公会計士 業務 の発展 は,監 査 の分野 のみな らず マネ ジメ ン ト・サ ー ビスの分野 で も著

しい ものがあ った。Edwardsの 言をか りれば,"1950年 代に おいて絶頂に達 した公会計

士業務 の重大 な発展は マネ ジメ ン ト・サ ー ビスの分野 に おけ る成長 であ った"(P.206)。

アメ リカ会 計士協会は,C・P.A・ に よるマネ ジメ ン ト・サ ー ビス委 員会(Committeeon、

ManagementSrevicesbyC.P.A。's)を 発足 させ,同 委 員会 は,数 種 の公報 を発刊 し

て啓蒙 につ とめた ほか,1957年,委 員会 と同名の パ ンフ レッ トを 発行 してい るが,そ

れに よると,そ の内容は(1)全 般的 管理,(2)財 務,(3)生 産,〈4)販 売,(5)事 務 管理,(6)

購 買,(7)運 輸 ・交 通,(8)人 事 とい う8つ の 広い領 域に またがた ってい る(PP,207～

210)。

さ らに,こ の時 代の公会計士 業務 の発展 を反映す るものは,全 国的規模の大会計 士事

務所 の地方へ の進 出,合 併,お よび海外へ の発展 とい うことであ る。そ の代表的会 計事

務所 はArthurAndersen&Co.;Ernst&E「nst;Touch,Niven・Bailey&Sma「t;

Price,Waterhouse&Co.;ArthurYoung&Co.;Peat,Marwick,Mitchell&Co.

な どであ る。 なか んず く,海 外へ の発 展 とい うことは,為 替 の 自由化,貿 易 の 自由

化,資 本の 自由化 とい う国際 経済 にか かわ る国際的取 引お よび国際 的投資の機会が 増大

し,企 業 の国際化 を通 じて 公会計士 業務 自体 を も 国際 化 して きた ことを 物語 ってい る

(46)

(pp.210～218)。

ア メ リカ会 計 士 協 会 は,1957年 以 降,ア メ リカ公 認 会 計 士 協 会(AmericanInstitute

ofCertifiedPublicAccountants)と 名 称 変 更 を した が,公 認 会 計 士 の 社 会 的 責 任

の 増 大 に と もな い,そ の 資 格 の 統 一 制 を 重 視 し,同 年4月,教 育 ・経 験 基 準 委 員 会

(CommissiononStandardsofEducationandExperience)を 設 置 した 。 す で に

1917年 以 降,全 国統 一C・P・A・ 試 験 を 導 入 した こ とに つ い て は 上 述 した とお りで あ る

㈹ このこ とは国際会計論(internationalllecouhting)に か かわる問題で あるが,た とえば.拙 稿,
"国 際会 計論序 説

."「 商学討究J.第18巻 ・第3号.1968年2月,PP・55～87を 参 照 されたい。
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が,同 委員会は,次 の段階 として,4年 間 の大学 教育 のほか に さ らに学術的訓 練が必要

で あ る旨を報告 し,1959年4月,同 協会 もそ の ことを 正式に承認 した。 げんに,ラ ト

ガーズ大 学では,経 営学 部 の一部 門 として,公 認会 計士 の資格 を得 よ うとす る者 に対 し

て最初 の大学院 を設立 した。そ こでは,研 究計画 の一部 と して,秋 学期 と春学 期 との間

に,公 認会計士事 務所で業務 に従事す ることを要件 と して,卒 業生 に修士 の学 位 を授 与

してい る。 このほか,ア メ リカ公認会計士 協会は,公 会 計士 の教育 を継 続発展 させ るた

め,1958年,あ らたに 会計士 業啓発部 門(DivisionofDevelopment)を 発足 させ,

各 種の積極的 活動を行なわ しめた。

他方,ア メ リカ公 認会計士 協会 は.1957年12月,研 究特 別委員会(SpecialCom-

mitteeonResearch)を つ くり,新 しい研究方法 の考 察 とそれ に よる研究 のあ り方,

会 計原 則制定 のあ り方な どにつ いて 活動 を行 な った(pp.232～236)。 そ して,そ の具

体的成果 はAccountingReseαrohBulletin,AccountingTerminologyBulletin,お よび

StatementonAnditingProcedureを 通 じて公表 され て きてい るが 、この時代 の主要 関係

文献 を示せば次 の とお りであ る(pp.236～242)。

〈AccountingResearchBulletin>

No.40``BusinessCombinations."September.1950.

No,41``PresentationofIncomeandEarnedSurplus."July.1951.

No,42``EmergencyFacilities_Depreciation.Amortization,andlneomeTaxes,"

November.1952、

No.43``RestatementalldRevisionofAccountingResearchBulletins,"1953-

No.1か らNo.42ま で の も の(8つ のTerminologyBu〃etin』 を の ぞ く1939年 か ら1953年 ま'

で の も の)を 無 効 と し て,そ れ に 替 わ る も の 。 亀
No.44``Declining・balanceDepreciation,"October、1954.

No.45``Long・termConstruction-typeContracts."October,1955.

No.46``DiscontinuanceofDatingEarnedSurplus,"February,1956,

No.47``Ac¢ountingforCostsofPensionplans."September,1956,

No.48``BusinessCombinations."Jan岨ry,1957.

No.49``EarningsperShare,"April,1958.

No.50``Contingencies."October.1959.

No.5141ConsolidatedFinancialStatements,"August,1959.

〈ACCOuntingTer〃iinologyBuUetin>

No.1``ReviewandResum6～,1953,
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No,2"Proceeds、Revenue,1ncQme.PrQ丘t,andEarnings;'March
,1955.

No.3``BookValue3August,1956.

No.4``Cost,ExpenseandLoss."July.1957,

〈5'a'8耀 π'onAuditingProcedure>

``CodificationofStatementsonAuditingP
rocedure～,1951.

No.25"EventsSubsequenttotheDateofFinallcialStatements～'October 、1954.

No.26``ReportingonUseof`OtherProceduτes,'"Apτi1,1956.

No.27'``Long-FormReports～'July,1957.

No.28``SpecialReportべOctober,1957.

No.29``ScopeoftheIndependentAuditor'sReviewofInternalControl"October
.

1958.

監査 人が,上 述 した会計原 則や 監査手 続の充 実を 前提 に して,そ れ らを実践 す る場

合,職 業行為準 則(RulesofProfessiona】Conduct)が 必要 であ る。か か る準則は,

つ とに1917年,ア メ リカ会計 士協会 の職 業倫理委員会(CommitteeonProfessional

Ethics)に よって8項 目か らな る ものが作成 され てい た。 しか し,そ れ は監査 人 の独 立

性に対す る規定 な どに 関 して不 十分 な 点が あ った。 か くして,上 記 の職業倫理 委員会

は,1956年 以 降,職 業倫理 を持 たない 専 門的 職業は 存在 しえない とい う 自覚 の も とに

多大 の努力 を傾 むけ,正 式 の機 関を通 じて9つ に のぼ る意見書 を提 出 してきたが,つ い

に1958年1月,ア メ リカ公認会計士 協会は19項 目か らな る改訂職 業行為準則 をつ くる

にいた った(pp.251～262)。

最 後に,納 税 業務を 中心 に した公認会計士 と弁護士 との業務上 の衝突問題は,前 期 に

引 き続 いて ミネ ソタ州の コ ンウエ イ事 件(Conwaycase)お よび カ リフォル ニア州の ア

グラ ン事件(Agrancase)へ と波 及 し,ま す ます 拡大 して きた。 したが って,こ れ ら

2つ の専 門的職業団体 は,前 期に 劣 らず問題解 決に努力 を傾む けて きたが,依 然 として

解 決 され て いない とい うのが 実情 で あ る。 それ ど ころか,公 認会 計士事務所 の なか に

は,1事 務所 で数十人 の弁 護士 を雇 傭す る ところがで てきてお り,そ れが弁 護士 業界 に

ます ます刺戟 を与え てい るといわ れ てい る(pp.275～297)。
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§5結 語

一 筆 者 め 試 論 一

以上,3人 の先覚者の所説に従 って,各 種の観点か らアメ リカ会計史の時代区分を考

察 して きた。論者 に よ り,そ の観 点,対 象,お よび範囲に相 当の差 異が あ り,し たが っ

て時代 区分に も相違 がみ られ るのは当然で あ る。 しか し,い ず れの場合 も戦争,恐 慌,

課税などの会計に対する影響が,な ん らかのかたちで,時 代を画するメルクマールにな

っていることで共通点があり,わ れわれもそのことには十分留意する必要があるであろ
(47)

う。以下,筆 者は,幾 多先人の業績をふまえて,筆 者自身の試案的時代区分を提示する

つもりであるが,そ の前に,か かる考察のR的,範 囲,対 象などについて,簡 単に言及
(48)

しておきたい。

会計史の時代区分を考察する筆者の目的については,す でに序説で も若干言及 した。

まず,会 計のような"社 会科学におけ る新分野の開拓,と くに歴史的次元をもった分野
(49)

の開拓は,実 証的研究 と試 論的一般化 との交互 の繰返 しに よって進捗 す る"と 思 うか ら

であ り,そ のためにはE・H.Carrの い う"歴 史 の二重機能(thedua】functionof
(5●)

history)"に 着 目す る必 要 が あ る と考 え るか らで あ る 。 さ らに,そ のCarrに よ っ て,

(.51)
"歴 史哲学 に 重大 な 貢献を した20世 紀 唯一 の イギ リスの思想家"と 称讃 され たR ・G・

Coningwoodの 言 葉を もってすれば,"歴 史的認識 とは,現 在 の思考 者 の心 中に過去の

62)

経 験 を 追 体 験 す る こ と"で あ るか ら,人 間 用 役 制 度(humanserviceinstitute)と し
(53)

ての会計の歴史を,社 会経済的背景の もとに,制 度史的観点を通 じて考察すべきだと信

㈲S.Gilmanも 低 価主 義の歴 史的 考察 を行 なって同様の指摘 をしている。op.cit.,pp437,438;

前掲 拙 訳書(中).pp.530,531を 参 照。

㈹ 牛 尾真造,・前掲論 文,"第 三の手紙 一一一経 営史 にお ける 「時 代」 区分 によせて 』一一,"p.56に お

いては,エ ヌ ・ドル ジーニ ンの 「ロシアにおける資本主義的諸関係 の歴 史的時 代区分 につ いて」 か

ら引用 して次 のよ うに指摘 している。"あ る時代の`始 期 と終 期 をきめる まえに,わ れわれ は.創

設 しよ うとす る時 代区分 にたい して方法論的 な基礎 を確 定 しておかねばなら ない。'"

㈹A.H,Cole,BusinessEnterpriseinItsSocialSetting(Cambridge,Massachusetts,Harvard

UniversityPress,lg59),p137=中 川敬一郎訳、「経営 と社会 一一t企 業者 史学序 説」(ダ イヤモ
コ

ン ド社,1965).pl2gを 参 照 。

働E.H.Carr,op.cit.,PP.20,24、49,能,124et.aL;清 水 幾 太 郎,前 掲 訳 書,PP33,40,78,

97,194… を 参 照 。

伍llIbid.,pp15,16;前 掲 訳 書,pp25～27を 参 照 。

観R.G.Collingwood,TheIdeaofHistory(London,ClarendonPress,1946)1小 松 茂 夫 ・ 三

浦 修 共 訳.「 歴 史 の 観 念 」(紀 伊 国 屋 書 店,1970),pp305～328,356を 参 照 。 ま た.同 じ趣 旨 の こ

と はA.J,Toynbeeに よ っ て も述 ぺ ら れ て い る 。 松 本 重 治 編 訳.「A.J,ト イ ン ビ ー 歴 史 の 教 訓 」

(岩 波 書 店.1957),PP.34--36を 参 照 。

側 会 計 を 人 間 用 役 制 度 と し て 理 解 す れ ば.C.S.George,Jr.,TheHistor:vofManagement7)50ught

(EnglewoodCliffs,N.J.,Prentice-Hall、Inc..1968),prefaceP.viiで 述 べ て い る 事 柄 一 一"経

営 の 真 実 に し て 包 括 的 な歴 史 は 人 間 の 歴 史 と な ろ う"と い う こ と は,会 計 に つ い て も 妥 当 す る で あ

ろ う。
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ずるのである。また,と くに ここで アメ リカの会計史を選択した意図は,そ れが現在わ

が国をは じめ 世界各国にもっとも強力な影響を 与えているという理由のみならず,逆

に,ア メリカの会計の生成発展に貢献したのがイギリスや ドイツをは じめとするヨーロ

ッパ諸国であったことを考えると,そ の会計史を通 じて国際会計論研究の一試論にもな
(54)

りうるという観点をとっているからである。

かかる目的と認識に基づき,筆 者は,考 察の範囲と対象を,前 述 した3人 の先覚者の

誰 よりも広 く把握 しなければならないと考える。しかし,そ こには,複 式簿記を も含め

て会計(学)の 体系をどのように把握すべきかという問題とともに,い つの時代か らい

つの時代 までを考察の対象とすべきかという2つ の問題が含 まれている。筆者は,発 展

史的に複式簿記を も含めた広義の企業会計(学)を 中心に考え,A・C・Littletonに な
(55)

らって,複 式簿記一 →財務会計一→管理会計一→(社 会会計)と い う発展 シェーマで と

らえ,各 時代区分においては,そ れぞれそれ以前の成果を基礎にして新 しい分野が加わ

り,そ こに 重層的形成がみ られると考えたい。 なお,社 会会計への 発展過程を筆者が

括弧表示 した理由は,今 日までのところ,そ れが会計(学)の 領域であるか経済(学)

もしくは 統計(学)の 領域であるかについて,見 解の 一致がみ られないためであ り,

Littleton自 身も未解決の問題 としてい るか らである。か くして,筆 者は,今 日の広義

の企業会計(学)の 体系を,い ちお う形式 と内容 とい う2つ の面か ら複式簿記 と狭義の

会計(学)と して とらえ,さ らに後者を 目的 もしくは機能にそ くして財務会計と管理会
(:,6)

計 というかたちでとらえるのである。

ところで,上 述 した観点に基づ き,ア メ リカの近代会計の出発点を前期的商業資本の

確立一 複式簿記の生成確立 もしくは導入定着というかたちでとらえるとすれば,い っ

(54〕 げん に.最 近か かる国際会計 史研 究の胎動がみ られる。 たとえば,W.T.Baxter."International

ConferenceonAccountingHistory∴TheAccountant,October22nd,1970.PP556.557を

参 照。

(55)A.C,Littleton、 ・・AccountingReCliscovered."TheAccottntingRevieτv・April1958,PP・246、

253を 参 照。 なお,こ の論文に対す る優れ た解説および吟昧 力㌔ 合崎竪二,「 社会科 学 と して の 会

計学」(中 央 大学 出版 部,1966),pp.8～20で な されている。

(5⑤ か くの ご とく会計(学)の 体 系を史的 発展過程 にそく して単純 にパ ター ン化す ることは危険 をと

もな うか もしれない。 しか し,次 に引IHす るA.J.T(,ynbeeの 所 説 一一一 松本 重治,前 掲編 訳1辱,

p・61を 参照 されたい。
"歴 史的 思 考のなか には

,パ ター ンがある とい うことは間違 い ない と思 う。 とい うのは,す べて

思 考とい うものは,事 実上,も のご とにつ いてパ ター ンを発見する ことなので ある。発 見 したパ タ

ー ンを完 壁に立証 す ることは決 してで きない し.ま た私の 考えではパ ター ンを完 全に正 当化す るこ

とも決 してで きないと思 う。 しかもなお,わ れわれは そうせず にはい られ ないの である。 われ われ

れはパ ター ンによって もの を考 えるほかは ない。 なぜ なら,パ ター ンとい う もの は,不 完 全な人間

の心 が 真実 を把 握す るとい うか,そ れ ともあえて把握 しよ うとす る とい うか.い ずれに してもそ

うい うことをな しうるための唯一の 方法だか らである。"
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たいそれ を どの時代 に求め る ことが で きるで あろ うか?こ の疑 問に対 して,ア メ リカ

の著 名な経営 史家,N・S・B・Grasは,"複 式 簿記の新 組織 の鍵 は商業資 本主義制度 に於

け る定住 商人 の事業 に あ った"と か,も っと端的 に"複 式 簿記の起源の鍵 は定住 商人 の

事業 にあ る"と 述べ,そ の定住 商人(sedentarymerchant)の 発生 をみた1700年 前後

(57)

に求 めてい る よ うであ る。筆者 も,い ちお うこのGrasの 説に従 って,ア メ リカ近代会

計の 出発点 を1700年 前後 で画 し,そ れ以 前を会計前 史 と称す ることに したい。

会 計前史に 関 して も,中 南米 をふ くめ た全米 を通 じてみれ ば,す で に序説で言 及 した

とお り,古 くか ら若 干の文化圏 があ り,そ の経済 生活 を とお して,な ん らかの記録 ・計

算 ・報 告が行 なわれ て いた ことは想像 にか た くない ので,そ れを考察 の対 象 とす る こと
(R)

も可能であるが,本 稿では,と りあえず1700年 前後か ら1970年 代にかけての通史に関

す る時代区分を扱 う。もちろん,こ の300年 に近い通史を筆者が首尾一貫 して緻密に扱

うということは至難の業である。筆者としては,ア メ リカ会計史研究の出発点 として,

まず全体のパースペ クテ ィブを得るための仮説を立てることを当面の目的とし,今 後,

各時代の実証的分析を積みか さねていったうえで,そ の妥当性を吟味 ・検討 し,さ らに

もう一度本格的な時代区分をしてみたいと考えている。かかる観点からすれば,経 済史
(,9)

家,河 野健二の次の指摘は十分銘記するに値するであろう。

経済史家にかぎらず,わ が国の歴 史家のあいだには,通 史を書 くとい う仕事にたいして.そ

れは専門的な学者の仕事ではない,と いう共通の考え方があるようだ。 そして.き わめて特殊

な国の,特 殊 な時点だけを詳 しくせんさくして,そ の結果を抽象的に一般化することが流行 し

ている。 もちろん,モ ノグラフィーをつみ重ねることは必要である。 しか し.そ れは通史を書

くための前提であるべ きで,普 遍性のない史実を拡大 し,一 般化 して何々理論とかをっ くりあ

げ,学 界の主流はこうだとか.歴 史学の世界的水準だとかもちまわることは.自 己陶酔以外の

なにものでもない.と わた しは考える。そういう意味で.わ た しは通史への関心を高めること

が.わ れわれの歴史学の前進にとってきわめて重要であると思 う。

か くして,上 述 した大前提 に基づ く筆 者の試案的時代 区分 を示 せば次 の とお りであ る

が,な お参考 のために,そ れ を前述 したBrundage,黒 沢,お よびEdwardsの 時代 区

〔57)N.S.B.Gras.BusinessandCaψitalism--AnIntroductiontoBttsinessHistory(New

Y。,k.APpl,t。nCent、 ・yC・ ・ft・"i・c.、1939)・ 樹 抗 覚 訳 ・ 「グ ラ ー ス 経 営 史 ・(関 書 院 ・1957)・

pP156～162を 参 照 。

(58)た と え ば,L.E.Jacobsen,``TheAncientIncaEmpireて)fPeruandtheDouble-entry

BookkeepingConcept,"JottrnalofAccountingResearch,Vol2.No.2.Autumn1964.pp.22L》

228を 参 照 。

〔59;河 野 健 二,「 西 洋 商 業 史 」(H本 評 論 新 社,1956),ま え が き,p,v。
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分 と対照させ,か つ若干の重要な参照事項を付 して表示すれば下図のごとくである。
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第5期:企 業会計 の転換期(1950年 代 ～1970年 代)

上記の時代区分について,筆 者が とくに意を用いた点は,い たず らに小 さな変化にと

らわれることなく;大 きな時代区分を設定 したことである。 その理由は,"わ れわれの

眼前にお こりつつある,も っとも重要な 歴史的諸条件は,… 一つの時代か ら他の時代
　 　 　 　 　 　 　 　

への過渡期の客観的諸条件を分析する場合にはじめて理解されうる,大 づかみの歴史的
.・ ・(60)

諸時代が 問題なので あ る"と い う意識 に基づ い てい る。

次 に,上 記 の事柄 とも関連 してい るのであ るが,筆 者 は,特 定の年度 を時 代区分 の メ

ル クマール とせず,一 定期間 の動 きに着 目して重複的時代 区分 を採用 した。す なわ ち,

若 干機械 的で はあ るが,1880年 代 ・1910年 代 ・1930年 代 ・1950年 代 とい うふ うに,各

期 の前後に10年 間 の幅 を もたせ た 重複 的時代 区分 を してい る。 これ は,ま さに('歴 史

的考 察が 有用で あ る理 由は変化(change)の なか に連続性(continuity)が 存 在す るか

(61)

らであ る"と い うことを重視 した ためであ る。 それ は,す べ ての歴 史 に固有 な"不 変 と
(H2)

変化の同時存在的関係"を 重視 したか らであ るといってもさしつかえないであろう。

しかし,た とえかか る前提を採用 したとしても,普 遍性を有す る時代区分を設定する

ことは困難である。そこで,最 後に,松 本雅男が英 ・米の営業費計算の発展過程を考察
(63)

するにあたって述べている事柄が,上 記の事柄に関連 して,き わめて示唆にとんでいる

と思われ るので,こ れを 次に引用 して 筆者の意の 足 りないところを補なうことにした

し ・。

一般にものの発展は,徐 々に長い期間にわたって行われるのが通例である。営業費計算の発

展も決 してこの例外ではない。ある計算が大きく前面に推 し出 される前に長い萌芽 と育成の時

代があり.そ の全盛期が過 ぎてから後も直ちに完 全に捨て去られる訳ではない。 しかもある計

算から他の計算へはっきりと区別 し得るような段階をなして,そ の理論 と実務が同時 に移り行

くとは限らない。1っ の計算理論が確立 しても.実 務的に一般に行われるに至るまでには相当

長い期間を要することがあるし。逆にまず広く行われている実務が理論づけられることもある。

またある計算が広 く行われでいるかたわらで.こ れと全く反対の計算もかなり広 く行われてい

ることもある。 しかもわれわれのもつ資料はほとんど文献的なものに限定されているのみなら

ず,必 ず しも豊富 とはいえない。

欄 牛 尾 真 造,前 掲 論 文,P.55,レ ー ニ ン の 「他 人 の 旗 じ る しの も と に」 か ら引 用 し た も の を 再 録 。

(6正}A .C.LittletonandV,K,Zimmerman,Aecottnting7協80'ッ'Con"〃 ～`砂and(】hange(Englcwood

Cliffs.N.J.,Prentice・Hall.Inc_1962).p.13

〈62)浅 羽 二 郎,「 現 代 会 計 学 の 展 開 」(白 桃 書 房,1969),序piL

(63)松 本 稚 男,「 営 業 費 計 算 」(国 元 書 房,1959}.p.27.




